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１．工事概要

１－１　工事概要

１　工事名　　令和　　年度〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇工事(その○) 

２　路線名等　　河川〇〇または県道①①号(○○O① 線) 

３　工事場所　　〇〇町〇〇地内・地先

４　主要工種　　道路改良工事

工事延長 Ｌ＝〇〇ｍ、幅員 Ｗ＝〇〇ｍ 

擁壁工、排水工、舗装工

５　工　　期　　自令和〇〇年〇〇月○○日

至令和〇〇年〇〇月○○日

６　契約金額　　\　〇〇,○○○,○○○円　(内消費税含む) 

７　発注者及び担当課・所

　　　　　　　　　　　相模原市○○部○○課

　　　　　　　　　　　電話　０４２（○○○）○○○○ 

８　受 注 者　　株式会社○○建設

相模原市○○○丁目○○番○号

電話　０４２（○○○）○○○○

FAX　 ０４２（○○○）○○○○

現場代理人氏名

監理（主任）技術者氏名

１－２　工事箇所位置図

　　位置図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縮尺１：1万～3万

	


　　　箇所図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縮尺１：1,500（程度）

	


　１－３　工事内容

本工事内容は下記のとおりです。

	工種等
	細別・内容
	単位
	数　　量
	摘　　要

	道路改良
	
	
	
	

	　土工
	
	
	
	

	
	バックホウ床掘

　　　0.8㎥　床掘積込
	㎥
	　　　3,500

　　　3,600
	

	
	埋戻

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8㎥　振動ﾛｰﾗｰ0.8ｔ
	〃
	　　　1,800
	

	
	残土処理

　　10ｔﾀﾞﾝﾌﾟ　８㎞
	〃
	　　　1,700

　　　1,800
	指定処分地

　○○処分場

	　擁壁工
	
	
	
	

	
	コンクリート工


	㎥
	112
	

	
	鉄筋工

　　D16
	㎏
	　　　10,000
	

	
	型枠工

　　鋼製型枠
	㎡
	　　　　 670
	

	
	基礎工

　　RC-40　　t=10㎝
	〃
	　　　　　75
	

	　防護柵工
	
	
	
	

	
	ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ

　Gr-C-2BS
	ｍ
	　　　　 250
	

	　舗装工
	
	
	
	

	
	下層路盤工

　　RC40　ｔ=25㎝
	㎡
	　　　 1,655
	

	
	上層路盤工

　　RM40　ｔ=20㎝
	〃
	　　　 1,655
	

	
	安定処理工　　　ｔ=10㎝

　　再生As合材30mmTOP
	〃
	　　　 1,655
	

	
	表層工　　　    ｔ=5㎝

　　As合材密粒20mmTOP
	〃
	　　　 1,740
	

	　排水工
	現場打Ｌ型側溝工


	ｍ
	　　　　 420
	

	　共通仮設
	
	式
	　　　　　 1
	


２．計画工程表

別　　紙（Excel版を使用して下さい。）

３．現場組織表


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







４．安全管理

４－１　基本方針

工事中に発生する災害を防止するため、工事の進捗状況に応じた適切な防止策を樹立すると共に、安全協議会の活動を通じて各協力会社の自主的な安全衛生管理を推進し、労務者及び、第三者に対する安全衛生の確保に努め快適な作業環境の形成を推進するよう努力し、また、労働基準法、労働安全衛生法、諸規則・関係官公庁の通達の指示事項を遵守し、全工程を通じ、無事故・無災害を目標とする。

４－２　安全衛生管理計画

１　安全管理組織

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現場代理人）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主任技術者）




　　　２　工事安全教育及び訓練についての活動計画

　　　　　　　　　　　　　　※現場代理人又は主任（監理）技術者（表中では､職員と呼ぶ）

	実施項目
	構成又は指示者
	実施内容
	時間

	毎　日　の　活　動
	安全朝礼
	職員､作業員の全員
	体操､当日の作業説明､注意事項等作業の連絡調整と指示伝達を行なう。
	７：５０

	
	安全ミーティング
	職員、協力業者の作業別
	職員は協力業者の作業グループ別の危険予知ミーティングに立合い指導する。

作業グループ別に当日の作業内容､配置､服装､体調のチェックと作業手順危険予知ミーティングにより作業に対する危険予知を行なう。
	８：００

	
	始業前点検
	作業グループ別
	機械及び車両の始業前点検を朝礼後行なう。
	８：０５

	
	作業中の指導監督
	職員､安全衛生担当責任者
	作業の中で指示、打合せ事項が順守されているか確認すると共に不安全状態､不安全行動が内容に指導監督する。
	毎日随時

	
	作業場所の巡視
	統括安全衛生責任者
	工事進捗状況、作業の連絡・調整・指示事項､作業状況を確認すると共に不安全状態､不安全行動がないように指導監督し､巡視記録を取る。
	毎日随時

	
	工事安全打合せ会
	職員､安全衛生担当責任者
	翌日の作業予定､作業の連絡調整を行なうと共に､作業に伴う安全衛生指示を行なう。

打合せ事項は記載し､指示書として協力業者に配布する。
	１２：４５

	毎　　週
	毎週点検
	建設機械担当責任者
	機械の週点検を毎週月曜日に実施する。
	月曜日

	
	一斉清掃
	安全衛生担当責任者
	各職、持ち場の清掃を行なう。
	金曜日

	毎　　月
	月例点検
	建設機械担当責任者
	機械の月例点検を毎月１日に実施する。
	毎月1日

	
	安全訓練
	職員､作業員の全員
	災害事例等の資料やビデオによる視聴覚訓練及び実践訓練をし､安全意識の高揚に努める。
	4時間／月

	
	社内パトロール
	本社安全管理者
	作業所を巡回する。
	第1金曜日

	随　時
	新規入場時教育
	職員､安全衛生担当責任者
	新規入場者の雇用形態､資格､免許､健康状態の確認を行なうと共に工事概要､作業所順守事項、作業方法、災害防止対策の教育指導を行なう。
	随　時


　４－３　労務管理計画

以下の項目を、労働安全衛生法及び労働基準法等、関係法令を遵守し施工を行う。

①休祭日及び作業時間帯

・休日は、原則として土・日曜日とする。

・作業時間は、午前8時30分作業開始、午後5時終了とする。

②健康診断等の実施

・雇用時の健康状態のチェック

・年1回の健康診断の実施

・現場事務所、 トイレの衛生管理

・救急薬品の常備

③ 工事安全教育の実施

・新規入場時教育

・作業内容変更時教育

・高齢者に適正な作業分担

４－４　防火管理計画

・　事務所の仮設物を含む現場内での、消防法、同施行令、同施行規則に基づき、定期的に火気、電気の取扱いの状況及び防火設備の点検の実施を記述する。

・　施工区域周辺の隣接住宅地域に対しての、防火対策も計画する。

・　万が一の出火に備え、消火活動の訓練や消化器等消化設備の配置も計画する。

４－５　危険物の保管方法

・　重機燃料や酸素・アセチレン等の保管、また、受電配電盤の管理等も記述する。

４－６　免許･資格等一覧表

	名　　　称
	氏　　　名
	登録番号

	地山の掘削
	菊池 太郎
	第○○○○○号

	
	柳沢 次郎
	第○○○○○号

	土止め支保工
	菊池 太郎
	第○○○○○号

	
	柳沢 次郎
	事○○○○○号

	型枠支保工
	菊池 太郎
	第○○○○○号

	
	山田二郎
	第○○○○○号

	足場の組み立て
	菊池 太郎
	第○○○○○号

	
	山田二郎
	第○○○○○号

	玉掛け
	高橋 一郎
	第○○○○○号

	ガス溶接
	佐々木 五郎
	第○○○○○号

	自動車免許等
	菊池 太郎
	000000000000

	
	山田二郎
	000000000000

	
	管野 八郎
	000000000000


※ 技能講習修了証等の写しを添付する。

以上、そのほか万一の備え、安全対策が必要な場合は、計画するものとする。

５．主要機械

	機　械　名
	規　　　格
	台数
	使用工種
	備　　　考

	バックホウ
	０．６㎥
	１
	土　工
	排ガス対策型(ﾘｰｽ)

	大型ブレーカー
	０．６㎥
	１
	〃
	　　　〃

	ダンプトラック
	１０ｔ
	５
	〃
	　　　〃

	タイヤローラー
	８～２０ｔ
	１
	舗装工
	　　　〃

	マカダムローラー
	１０～１２ｔ
	１
	　〃
	　　　〃

	Ａｓフィニッシャー
	２．４～５ｍ級
	１
	　〃
	　　　〃

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



６．主要資材

	品　　名
	規格・寸法
	予定数量
	製造業者又

納入予定者
	品質証明
	適用

	生コンクリート
	Ｃ１８－８
	35㎥
	㈱○○産業
	証明書
	

	異形棒鋼
	Ｄ１６
	0.8 t
	○○製鉄
	ﾐﾙｼｰﾄ
	

	再生砕石
	ＲＣ－４０
	162㎥
	○○石材
	試験書
	

	再生粒調砕石
	ＲＭ－３０
	162㎥
	○○石材
	試験書
	

	アスファルト
	粗粒度
	80 t
	㈱○○舗装
	証明書
	

	アスファルト
	密粒度
	80 t
	㈱○○舗装
	証明書
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


７．施工方法

　７－１　施工順序

　　　　※　工事全体の流れを示す施工順序フロー図を作成し､主要工種には施工順序図､手順等を示す。























　７－２　アスファルト舗装作業手順

　　　　　次の手順でアスファルト舗設工を行なう､なお、作業の細かい手順及び安全に関する注意事項は「作業標準」による。









８．施工管理計画

　※　下記､各管理計画表の手法により施工管理を行い、最後に出来形の報告として、数量計算書並びに管理図や管理表等を作成し､別表の工事出来形数量調書としてまとめ提出する。

　　８－１工程管理

	工　種
	細　別
	施工管理
	撮影項目
	測点､位置
	撮影時期
	摘　要

	
	名　称
	区　　分
	
	撮影箇所
	
	

	
	
	着手前
	敷地
	4箇所＋全景
	着手前
	

	
	
	完　成
	敷地
	〃
	完成後
	

	
	
	施工状況
	工事進捗状況
	代表部分1枚
	月末
	

	仮設用地
	共通仮設工事
	
	土砂仮置場
	使用前　1枚
	着手前
	

	
	
	
	
	使用後　1枚
	整地後
	

	道路
	
	
	隣接道路
	100ｍごと1枚
	着手前
	

	
	
	
	
	現場付近1枚
	完成後
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	





　　８－２品質管理

	工　種
	細　別
	施工管理
	撮影項目
	測点､位置
	撮影時期
	摘　要

	
	名　称
	区　　分
	
	撮影箇所
	
	

	
	使用材料
	
	形状寸法
	種類毎に1枚
	使用前
	

	舗装
	ｱｽﾌｧﾙﾄ
	品質管理
	温度測定（初期締固め前）
	トラック

　1台毎1枚
	試験実施中
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	密度測定
	
	試験実施中
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　　８－３出来形管理

	工　種
	細　別
	施工管理
	撮影項目
	測点､位置
	撮影時期
	摘　要

	
	名　称
	区　　分
	
	撮影箇所
	
	

	土工
	掘削工

（路床工）
	出来形管理
	高さ
	№1～4　1枚
	掘削完了後
	

	
	
	
	全景
	全景　　1枚
	
	

	舗装工
	路盤工
	出来形管理
	敷均し厚、転厚状況、生成状況、厚、幅
	№1～4

下・上層路盤

　　　各4枚
	施工中
	

	
	
	
	
	
	施工後
	

	
	
	
	全景
	各1枚
	
	

	
	アスファルト
	出来形管理
	厚さ､幅
	№1～4　1枚
	舗設前
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



　　　８－４安全管理

	工　種
	細　別
	施工管理
	撮影項目
	測点､位置
	撮影時期
	摘　要

	
	名　称
	区　　分
	
	撮影箇所
	
	

	仮設物
	
	安全管理
	仮囲い
	　　　　2枚
	設置後
	

	
	
	
	安全表示看板
	　　　　1枚
	設置後
	

	
	
	
	各種標識看板
	　　　　1枚
	設置後
	

	安全活動
	
	
	安全訓練
	実施毎に1枚
	実施中
	

	
	
	
	ラジオ体操
	月毎に　1枚
	実施中
	

	
	
	
	ＫＹＫ
	業者毎に1枚
	実施中
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



工事出来形数量調書

	工　種
	種　別
	細　別
	単位
	測点､位置
	増減
	摘　要

	
	
	
	
	設計
	出来形
	
	

	土工
	
	
	式
	1
	1
	0
	

	
	残土処理
	
	㎥
	1,500
	1,510
	（＋）　　10
	

	擁壁工
	
	
	式
	1
	1
	0
	

	
	ｺﾝｸﾘｰﾄ工
	
	㎥
	1,120.0
	1,130.0
	(＋)　 10.0
	

	
	鉄筋工
	D16
	Kg
	100,800
	101,000
	（＋） 　200
	

	
	型枠工
	鋼製
	㎡
	6,720
	6,730
	（＋）　　10
	

	
	基礎工
	RC-40、ｔ=10㎝
	㎡
	450
	460
	（＋）　　10
	

	防護柵工
	
	
	式
	1
	1
	0
	

	
	ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
	Gr-C-2B
	ｍ
	250.0
	251.0
	（＋）　 1.0
	

	舗装工
	
	
	式
	1
	1
	0
	

	
	路盤工
	RM-40
	㎡
	1,625
	1,650
	（＋）　　25
	

	
	基層工
	粗粒 t=5㎝
	㎡
	1,625
	1,650
	（＋）　　25
	

	
	表層工
	密粒 t=5㎝
	㎡
	1,625
	1,650
	（＋）　　25
	

	排水工
	
	
	式
	1
	1
	0
	

	
	Ｌ型側溝工
	
	ｍ
	500.0
	502.5
	（＋） 　2.5
	

	
	集水桝工
	
	箇
	25
	25
	0
	

	区画線設置
	
	
	式
	1
	1
	0
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


９．緊急時の体制及び対応

　　大雨、強風等の異常気象で､災害の恐れがある場合には､工事を中止し､現場の整理を行なう。また、必要に応じて現場内のパトロールを行ない､工事区域及び周辺の監視あるいは連絡を行ない安全を確保する。なお、万が一災害等が発生した場合の連絡方法は次のとおりとします。












　　　※　他に､パトロール等を行なう場合の要件（大雨注意報・警報の発令時等の活動や降雨後の点検、点検範囲(現場案内図等の作成)の明示､掘削時､災害時）の記載や項目を記載するものとする。

１０．交通管理

現場周辺の交通状況を調査し、周辺住民の生活環境に配慮し交通環境の保全に努めます。

①　工事に伴う交通処理及び交通対策については、交通管理者との協議内容を遵守します。

②　保安施設や標識等は配置図どおり設置します。

(迂回路を設ける場合には、迂回路の図面及び安全施設、案内標識の配置図面並びに交通整理員等の配置について記載する) 

　　配置図

	　◎交通整理員

　■交通案内板


１１．環境対策

現場周辺住民の生活環境及び自然環境を調査し、その保全に努める。

①　資材機材の運搬路に近隣する地域住民との打合せを密にし、騒音、振動等に十分に注意します。

②　工事に使用する機械類は常に整備して、整備不良による騒音、振動の発生防止に努めると共に騒音、振動については可能な限り防止対策を施し、苦情の出ないよう十分注意します。

③　濁水及び建設機械の油の流出には十分注意し、水質汚濁防止に努めます。油漏れが発生した場合に備えて吸油マットを用意します。

④　除雪による道路、田畑等の損傷や石、土砂の混入は雪解けと共に復旧する。除雪機械運転手には、浅めの除雪を指示し、土砂等押し出さないようにします。

⑤　作業員に空缶、ゴミ、吸い殻等の投棄は絶対にしないよう周知徹底します。

⑥　運搬車輌運転手には安全法規を遵守させるとともに連なった運行をさけ、住宅地は特に一般の車輌の通行を優先させます。

⑦　生コン車の洗浄場所を仮設用地内に設け、必ずそこで洗浄し洗浄水は適切に処理します。作業員の工具等の洗浄も附近の河川では行わないようにします。

⑧　トイレや手洗い水処理の衛生面についても注意します。

１２．現場作業環境の整備

工事従事者に対する快適な労働環境の創出、工事現場と地域の積極的なコミュニケーション形成、土木工事のイメージアップなどについて取り組みます。

① 資材・機材・廃品類の整理整頓に努めます。

② 借地等の返還時には、工事開始前の状態に返します。

③ 作業終了時には、現場内・搬入路周辺の清掃を実施します。

④ 作業に適した服装を、着用します。

⑤ 常に、住居周りの清掃を、心がけます。

⑥ 作業員のための休憩所を設置し、喫煙等は所定の場所を設け､火の始末等に注意します。

⑦ 現地にトイレを設置します。

１３．再生資源の利用促進と建設副産物の適正処理方法

工事に伴い発生する副産物に関しては、出来る限り再利用努めます。建設副産物は次の表のとおり適切に処理します。

	副　産　物　名
	発生量
	処　理　場　所

	建設発生土
	520㎥
	①O① 処分場(指定工場)

	コンクリート
	18㎥
	○○建設○○工場(指定工場)

	As塊
	5㎥
	○○建設○○工場(指定工場)

	伐採木等
	2㎥
	㈱○○○○センター

	型枠材の廃材
	2.1㎡
	㈱○○○○センター

	鉄くず等
	0.5 t
	スクラップ処理業者(○○○)

	化粧型枠
	5.0㎡
	製造元へ輸送し再生及び熔解処分

	
	
	


　　　　　※発生した副産物を仮置きする場所等､運搬経路を記載した地図を作成する。

　　　

上段：当初


下段：変更





現場代理人





氏　　　名





主任（監理）技術者





氏　　　名





技術関係





事務関係





労務担当者





氏　　　　名





安全巡視担当者





氏　　　　名





施工管理担当者





氏　　　　名





産業廃棄物担当者





氏　　　　名





交通安全担当者





氏　　　　名





資材担当者





氏　　　　名





建設機械担当者





氏　　　　名





労働安全担当者





氏　　　　名





事務担当者





氏　　　　名





統括安全衛生責任者氏名





元方安全衛生管理氏名





安全巡視担当責任者





氏　　　　名





仮設工事担当責任者





氏　　　　名





建設機械担当責任者





氏　　　　名





交通安全担当責任者





氏　　　　名





土工事担当責任者





氏　　　　名





労働安全担当責任者





氏　　　　名





試掘工





樹木伐採・障害物撤去





路盤工





仮設工





用地整備工





舗装工





排水工





仮設道路工


設置工仮囲


受電設備工等





土留工・土工





区画線設置工





擁壁工





防護柵工





仮設道路工撤去工


仮囲撤去工


受電設備工等撤去工





土留工・土工





ガードレール設置工





Ｌ型排水工


集水桝工





土留支保工設置


バックホウ床掘


掘削土処分





路床の敷均し・締固め作業


下・上層路盤の敷均し・締固め作業





土留工撤去工


埋戻し





基礎工・鉄筋工・型枠工


コンクリート工





表面清掃


瀝青材料散布


アスファルト混合物の舗設・転圧





仮設工





清掃工





表　面　清　掃





ディストリビュータ等の搬入





アスファルト混合物の転圧





瀝青材料散布





合　材　搬　入





フィニッシャ、ロードローラー、


タイヤローラー等の搬入





使用機械の搬出





アスファルト混合物の舗設





砂散布（必要に応じて）





初期締固め前温度計測（管理）





工事進度管理：週間工程表を作成し､監督員に提出するとともに､計画と実施を対比する。


全体工程管理：実施計画工程表並びに工事履行報告書を作成し､監督員に月初めに提出するとともに、計　　　画と実施を対比し､－○％以上の差異が生じた場合は改善策を講ずる。


提出書類：実施工程表・月間工程表・工事履行報告書・工事状況写真（施工前､施工中､施工後等）





提出書類　：生コンクリート品質管理表


　　　　　　　　As切取供試体抽出結果表、Asコア厚測定管理図、As温度管理表


　　　　　　　　道路土工試験表


　　　　　　　　Asや鋼材等の品質試験表


　　　　　　　　品質管理写真





提出書類　：出来形数量調書


　　　　　　　　上記測定値の出来形表又は出来形図の名称を記入する。


　　　　　　　　出来形管理写真





提出書類　：安全訓練等の実施状況報告書（写真等を貼付）


　　　　　　　　その他安全施設写真





東京電力


○○営業所


電話





緊急事態


発　　生





㈱○○建設


　現場事務所


電話


FAX





　●現場代理人


　　○○　○夫


　　電話





　●主任技術者


　　○○　○彦


　　電話





東京電力


○○営業所


電話





東京電力


○○営業所


電話





東京電力


○○営業所


電話





　


㈱○○建設


　本社所属担当


電話


FAX





東京ガス


○○営業所


電話





東京電力


○○営業所


電話





下水道管理者


○○課


電話





東京電力


○○営業所


電話





上水道管理者


○○営業所


電話





発注者


相模原市役所


　　○○建設課


電話


FAX


(夜間電話)


●監督員


　○○　○男





道路管理者（県道等）


○○土木事務所


　　○○課


電話








